




要約:療育への周産期検査情報の伝達は十分でなく、新しい伝達システムが必要であるこ

とが分かった。早期ケアのために、早期診断として遺伝子診断、胎内診断および新生児期

画像診断について、有用性が確認され、継続的利用システムが重視された。特に、低出生

体重児では脳損傷や感覚障害が生じやすく、早期の超音波と MR1 診断は有益であった。コ

ミュニケーション能力の発達援助に関して、聴力障害では新しいスクリーニング法が検討

され、治療として、人工内耳埋込み術がすばらしい成果をあげた。脳発達障害のためコミ

ュニケーション能力評価の困難な児に対して視覚課題による受動的事象関連電位(ERP)の

有用性が証明された。胎児・新生児脳は障害後には再生能が亢進していることが分かった。

この時期には再生を促す治療的なアプローチが可能であり、今後障害予防と能力開発を検

討する上で、重要である。


